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論
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十
一
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第
六
号

平

成

三

十

年

十

二

月

十

日

冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
の
尾
張
旅
行

熱
田
社
参
詣
と
松
平
忠
吉
訪
問
を
め
ぐ
っ
て

伊

藤

信

吉

□

要

旨

慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月
︑
冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
源
康
総
達
は
尾
張
国
に
旅
し
︑
三
月
七
日
に
熱
田
社
を
参
拝
︑
三
月

十
五
日
に
熱
田
社
社
家
や
熱
田
の
僧
衆
達
と
共
に
和
歌
会
を
催
し
た
︒
以
前
拙
稿
に
お
い
て
︑
そ
の
折
の
詠
歌
を
記
し
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ

い
て
源
康
総
を
地
下
官
人
真
継
康
総
に
比
定
し
た
が
︑
公
家
達
の
旅
の
目
的
や
旅
程
全
体
の
正
確
な
把
握
に
つ
い
て
は
課
題
を
残
し
た
︒

そ
こ
で
関
係
す
る
公
家
の
日
記
を
読
み
な
お
す
と
︑
為
満
・
言
緒
達
公
家
衆
は
︑
熱
田
社
参
後
に
尾
張
の
大
名
松
平
忠
吉
を
訪
問
し
て
い
た
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
︒
先
行
研
究
で
は
公
家
衆
の
熱
田
社
参
詣
と
和
歌
会
の
み
が
着
目
さ
れ
︑
松
平
忠
吉
訪
問
に
つ
い
て
は
殆
ど
指
摘
が
な
い
︒
し

か
し
公
家
衆
に
と
っ
て
徳
川
一
門
の
大
名
松
平
忠
吉
を
訪
問
す
る
こ
と
は
︑
熱
田
社
参
詣
と
並
び
旅
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
料
さ
れ
る
︒

旅
程
に
つ
い
て
も
︑
公
家
衆
が
三
月
七
日
に
熱
田
社
を
参
拝
し
十
五
日
に
熱
田
で
和
歌
会
に
参
加
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
︑
こ
の
間
数
日

間
の
行
動
は
不
明
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
こ
の
数
日
の
間
に
こ
そ
一
行
が
松
平
忠
吉
を
訪
問
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
す
る
と
熱
田
社
参
詣

か
ら
忠
吉
の
居
所
︵
尾
張
国
清
須
と
思
わ
れ
る
︶
を
経
て
熱
田
へ
戻
り
︑
熱
田
か
ら
伊
勢
へ
渡
海
し
︑
康
総
は
帰
京
︑
言
緒
・
秀
賢
は
伊
勢
参
宮

に
向
か
っ
た
と
考
え
る
と
︑
東
海
道
を
主
と
し
た
往
復
路
の
行
程
と
し
て
は
合
理
的
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
︒
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ま
た
伊
勢
国
桑
名
よ
り
道
案
内
を
行
い
宿
所
の
便
宜
も
担
っ
た
熱
田
亀
井
道
場
時
宗
僧
の
宣
阿
は
︑
公
家
衆
の
尾
張
旅
行
以
前
に
冷
泉
邸
月
次

和
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
︒
為
満
の
都
と
地
方
を
つ
な
ぐ
歌
人
人
脈
が
こ
の
旅
を
支
え
て
い
た
と
理
解
で
き
よ
う
︒

□

キ
ー
ワ
ー
ド

熱
田
神
宮

奉
納
和
歌

地
震
と
信
仰

冷
泉
為
満

山
科
言
緒

舟
橋
秀
賢

真
継
康
総

松
平
忠
吉

宣
阿

一
︑
は
じ
め
に

慶
長
九
︵
一
六
〇
四
︶
年
三
月
︑
公
家
の
冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
︵
源
︶
康
総
︵
1
︶

達
は
尾
張
国
に
旅
し
︑
三
月
七
日

に
熱
田
社
を
参
拝
し
︑
十
五
日
に
は
熱
田
社
社
家
衆
や
熱
田
の
僧
達
と
共
に
和
歌
会
を
催
し
た
︒
参
会
者
が
熱
田
社
の
神
職
や
熱
田
の
僧

衆
を
主
と
し
た
こ
と
︑
冷
泉
・
舟
橋
・
真
継
︵
源
︶
の
和
歌
懐
紙
が
︑
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
か
ら
︑
公
家
衆
と
熱
田
社
参
詣
・

熱
田
で
の
和
歌
会
に
関
す
る
先
行
研
究
が
あ
る
︒
熱
田
社
参
詣
・
和
歌
会
及
び
和
歌
懐
紙
に
関
し
て
は
山
田
蓉
氏
の
先
駆
的
研
究
が
あ

り
︵
2
︶

︑
そ
の
後
の
﹃
新
修
名
古
屋
市
史
︵
3
︶

﹄
も
大
凡
同
様
の
内
容
を
記
し
て
い
る
︒
和
歌
文
学
の
研
究
に
つ
い
て
は
︑
井
上
宗
雄
氏
︵
4
︶

や
神
作
研

一
氏
︵
5
︶

が
僅
か
に
触
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
︒﹃
慶
長
日
件
録
﹄
の
記
主
舟
橋
秀
賢
に
つ
い
て
の
解
説
︵
6
︶

に
も
︑
秀
賢
の
熱
田
社
参
詣
の
事
実
を

指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
︒

為
満
一
行
の
熱
田
社
参
は
三
月
七
日
︑
和
歌
会
は
三
月
十
五
日
で
︑
一
行
の
こ
の
間
数
日
間
の
行
動
は
不
明
で
︑
こ
れ
を
読
み
解
く
こ

と
が
︑
旅
の
目
的
と
旅
程
を
正
確
に
把
握
す
る
鍵
と
な
る
︒
詳
細
は
後
述
す
る
が
︑
公
家
一
行
は
熱
田
社
参
の
後
に
尾
張
国
清
須
の
大
名

松
平
忠
吉
を
訪
問
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
︒
ま
た
三
月
十
五
日
の
和
歌
会
の
後
に
一
行
が
伊
勢
参
宮
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
が
︑
そ
れ
も
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含
め
断
片
的
に
残
さ
れ
た
日
記
史
料
を
再
度
整
理
し
て
︑
熱
田
社
参
や
和
歌
会
だ
け
で
な
く
︑
視
野
を
広
げ
て
旅
程
全
体
を
捉
え
直
す
必

要
が
あ
る
︒
ま
た
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
︑
公
家
衆
と
松
平
忠
吉
や
熱
田
の
時
宗
僧
宣
阿
と
の
関
わ
り
も
論
じ
た
い
︒

二
︑
旅
程
と
旅
の
目
的

冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
一
行
の
尾
張
旅
行
に
関
す
る
同
時
代
史
料
は
︑
舟
橋
秀
賢
の
日
記
﹃
慶
長
日
件
録
﹄︑

言
緒
の
父
言
経
の
日
記
﹃
言
経
卿
記
﹄
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
熱
田
で
の
詠
歌
を
記
し
た
冷
泉
・
舟
橋
・
真
継
の
和
歌
懐
紙
︵
7
︶

は
江
戸
時
代
後

期
に
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
︵
8
︶

︑
公
家
衆
と
熱
田
社
家
衆
・
熱
田
の
僧
衆
達
と
の
和
歌
会
に
つ
い
て
は
︑
後
世
の
史
料
と
な
る
﹁
張
州
雑
志
︵
9
︶

﹂

か
ら
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒

先
行
研
究
に
お
い
て
山
田
蓉
氏
は
﹃
慶
長
日
件
録
﹄
を
﹃
言
経
卿
記
﹄
で
補
い
︑
為
満
・
秀
賢
・
言
緒
︵
康
総
に
つ
い
て
は
人
物
未
詳
︶

が
三
月
七
日
に
熱
田
社
を
参
拝
︑
十
六
日
に
伊
勢
参
宮
︑
二
十
一
日
に
帰
洛
︑
と
い
う
旅
程
を
推
定
す
る
が
︑
三
月
七
日
か
ら
十
六
日
の

伊
勢
参
宮
ま
で
の
一
行
の
行
動
は
不
詳
で
︑
山
田
氏
も
﹁
熱
田
社
参
後
伊
勢
参
宮
ま
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
︑
そ
の
間
尾
張
に
滞
在
し

て
い
た
と
考
え
る
事
も
可
能
で
あ
ろ
う
︵
10
︶

﹂
と
推
測
す
る
に
止
ま
る
︒
よ
っ
て
こ
れ
を
正
確
に
把
握
し
て
一
行
の
旅
程
と
旅
の
目
的
を
明
ら

か
に
し
た
い
︒
次
に
﹃
慶
長
日
件
録
﹄︵
史
料
①
～
⑩
︶︑﹃
言
経
卿
記
﹄︵
史
料
⑪
～
⑰
︶
の
記
録
を
掲
げ
る
︒

﹃
慶
長
日
件
録
︵
11
︶

﹄
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月

①
一
日
︑︵
略
︶
冷
泉
亭
へ
行
︑
来
四
日
尾
州
へ
可
レ

令
二

下
向
一

為
二

門
出
之
一

也
︑
双
瓶
重
箱
携
也
︑
夜
半
及
帰
宅

②
二
日
︑
晴
︑
新
衛
門
氷
室
へ
遣
︑
母
堂
御
住
山
之
間
︑
予
尾
州
へ
下
向
頃
申
進
畢

③
三
日
︑︵
略
︶
次
長
橋
局
へ
参
︑
尾
州
へ
罷
下
之
間
御
所
之
事
申
入
処
︑
御
心
得
之
由
被
二

仰
下
一︑
令
二

満
足
一

者
也
︑
次
家
君
へ
参
︑

冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
の
尾
張
旅
行
︵
伊
藤
︶
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次
大
聖
寺
殿
・
女
御
殿
・
近
衛
殿
等
今
日
御
礼
ニ
参
︑
次
冷
泉
・
山
科
亭
へ
立
寄
︑
明
日
之
支
度
令
二

相
談
一

畢

④
四
日
︑
刁
刻
ヨ
リ
出
立
︑
尾
州
ニ
下
向
︑
先
冷
泉
亭
へ
向
︑
山
科
内
蔵
頭
両
三
人
令
二

同
道
一︑
予
何
も
乗
物
︑
嬰
影
四
人
・
荷
物
四
人
・

鑓
持
一
人
・
小
者
一
人
・
青
侍
一
人
・
以
上
十
一
人
召
具
畢
︑
巳
刻
草
津
ニ
令
二

休
息
一︑
水
口
ニ
一
宿
︑
及
二

薄
暮
一

雷
雨
甚
︑

⑤
五
日
︑
早
天
雨
晴
日
出
之
程
︑
出
二

水
口
一︑
午
前
関
地
蔵
ニ
令
二

休
息
一︑
至
二

石
薬
師
一

一
宿

⑥
六
日
︑
拂
暁
出
二

石
薬
師
一︑
至
二

四
日
市
場
一︑
桑
名
ニ
行
︑
路
頭
迄
宣
阿
弥
冷
泉
為
レ

迎
出
逢
︑
桑
名
宣
阿
弥
宿
ニ
令
二

休
息
一︑
則
乗
船
︑

着
二

熱
田
一︑
四
条
道
場
之
末
寺
亀
井
之
道
場
之
内
僧
阿
弥
坊
ニ
一
宿
︑
亭
坊
事
外
丁
寧
之
振
舞
共
也
︑

⑦
七
日
︑
早
朝
令
二

行
水
一︑
熱
田
大
明
神
令
二

社
参
一︑
透
廊
之
内
入
︑
悉
令
二

見
物
一︑
本
社
南
面
也
︑
後
ニ
小
社
両
所
ア
リ
︑
此
内
東
之

方
寶
蔵
ト
云
〻
︑
則
草
薙
劒
被
蔵
所
云
〻
︑
此
寶
蔵
之
下
不
二

地
震
一

云
〻
︑
先
年
大
地
震
之
時
處
〻
傳
説
之
間
︑
試
處
︑
彼

寶
蔵
下
雨
垂
之
内
一
切
不
レ

震
者
也
︑
雨
垂
外
本
社
之
下
悉
地
震
甚
者
也
︑
奇
妙
〻
〻
︑
不
レ

及
二

言
舌
一

云
〻

︵
空
白
︶

⑧
廿
一
日
︑
雨
降
︑
勢
多
よ
り
令
二

帰
宅
一︑
直
ニ
家
君
ニ
参
︑
路
次
中
之
様
躰
雑
談
申
畢
︑
家
君
へ
伊
勢
み
や
け
に
魚
箸
・
文
凾
進
レ

之
︑

母
堂
へ
ふ
の
り
・
御
秡
等
進
レ

之
︑
次
全
斎
へ
ふ
の
り
・
御
秡
・
文
匣
等
遣
レ

之
︑

⑨
廿
二
日
︑︵
略
︶
今
日
当
番
之
間
巳
刻
参
番
︑
勾
当
之
御
局
へ
伊
勢
御
秡
・
の
し
一
把
進
レ

之
︑
上
様
へ
美
濃
柿
百
進
二

上
之
一︑

⑩
二
十
六
日
︵
略
︶
午
刻
山
科
内
蔵
頭
亭
へ
行
︑
尾
州
国
守
野
州
へ
先
日
罷
下
処
︑
御
懇
之
段
禮
使
札
可
レ

遣
云
〻
︑
予
也
書
状
共
相

認
こ
と
つ
て
遣
畢

﹃
言
経
卿
記
︵
12
︶

﹄
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
二
月
・
三
月

⑪
二
十
六
日
︑︵
略
︶
倉
卩
尾
州
来
月
下
向
ナ
リ
ト
テ
︑
冷
へ
門
出
ニ
罷
向
了

⑫
二
十
八
日
︑︵
略
︶
東
寺
宝
輪
院
へ
倉
卩
ヨ
リ
来
月
一
日
ヨ
リ
聖
天
花
水
供
一
ヶ
七
日
始
行
之
事
申
遣
了
︑
尾
州
下
向
ニ
付
而
︑
野
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州
御
前
仕
合
可
レ

然
様
ニ
ト
祈
念
也

⑬
四
日
︵
略
︶
一
︑
早
暁
倉
卩
︑
冷
泉
︑
舟
橋
等
同
道
︑
尾
刕
下
向
了
︑
今
日
ハ
水
口
ニ
一
宿
也
云
〻
︑
路
次
ヨ
リ
書
状
来
了
︑

⑭
十
四
日
︵
略
︶
一
︑
尾
刕
ヨ
リ
冷
・
倉
卩
等
書
状
到
来
了

⑮
十
八
日
︵
略
︶
一
︑
尾
刕
ヨ
リ
︑
倉
卩
ヒ
ン
キ
有
レ

之
︑
野
ヨ
リ
馬
給
云
〻
︑
則
上
了
︑
去
十
六
日
ニ
参

宮
也
云
〻
︑
極
﨟
同
道

也
云
〻
︑
馬
ヲ
ハ
一
乗
寺
へ
遣
了
︑
傳
介
付
而
上
之
間
︑
相
添
在
所
へ
遣
了

⑯
十
九
日
︵
略
︶
真
継
美
乃
守
ム
ス
メ
二
才
ツ
レ
テ
来
了
︑
人
参
丁
香
散
五
服
遣
了

⑰
廿
一
日
︵
略
︶
倉
卩
上
洛
了
︑
瀬
田
去
夜
宿
云
〻
︑
極
﨟
同
道
了

﹃
慶
長
日
件
録
﹄
は
熱
田
社
参
詣
の
一
人
で
和
歌
懐
紙
が
伝
存
す
る
舟
橋
秀
賢
本
人
の
記
録
で
あ
る
︒
但
し
三
月
七
日
の
熱
田
社
参
詣

の
記
事
を
以
て
記
録
が
中
断
さ
れ
︑
再
開
は
帰
京
・
帰
宅
後
の
二
十
一
日
か
ら
と
な
り
︑
尾
張
旅
行
時
・
伊
勢
参
宮
時
の
記
録
を
欠
く
︒

ま
た
山
科
言
緒
の
﹃
言
緒
卿
記
︵
13
︶

﹄
は
︑
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月
全
日
の
記
録
を
欠
く
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
言
緒
の
父
山
科
言
経
の

日
記
﹃
言
経
卿
記
﹄
に
は
子
息
言
緒
か
ら
の
音
信
記
事
が
あ
り
︑
そ
の
断
片
的
な
記
録
と
﹃
慶
長
日
件
録
﹄
を
併
せ
て
改
め
て
見
直
す
こ

と
で
一
行
の
旅
程
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
た
い
︒

旅

程
で
は
︑
史
料
①
～
⑰
か
ら
一
行
の
尾
張
旅
行
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
︒
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月
一
日
︑
舟
橋
秀
賢
は
尾
張
出

立
の
﹁
門
出
﹂
と
し
て
︑
尾
張
に
同
行
す
る
冷
泉
為
満
邸
を
訪
問
︒
門
出
の
宴
が
開
か
れ
た
︵
①
︶︒
翌
日
︑
秀
賢
は
使
者
を
以
て
母
に

尾
張
出
立
を
告
げ
︵
②
︶︑
三
日
︑
秀
賢
は
禁
裏
長
橋
局
に
暇
乞
に
伺
い
了
承
を
得
︑
父
枝
賢
・
大
聖
寺
恵
仙
・
近
衛
前
子
・
信
尹
に
節

句
の
挨
拶
を
行
っ
た
︒
こ
れ
は
暇
乞
の
挨
拶
も
兼
ね
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒
そ
の
後
に
︑
為
満
・
言
緒
を
訪
ね
て
旅
支
度
の
相
談
を

冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
の
尾
張
旅
行
︵
伊
藤
︶
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行
っ
た
︵
③
︶︒
四
日
︑
秀
賢
は
先
ず
冷
泉
家
に
向
か
い
︑
為
満
・
言
緒
達
と
合
流
︒﹁
予
何
も
乗
物
﹂
と
あ
る
か
ら
輿
に
乗
っ
て
の
旅
路

で
あ
る
︒
輿
丁
と
荷
物
持
が
各
四
人
・
鑓
持
一
人
︑
小
者
一
人
︑
青
侍
一
人
の
計
十
一
人
を
引
連
れ
た
が
︑
人
員
構
成
か
ら
彼
等
は
秀
賢

の
従
者
と
察
せ
ら
れ
︑
為
満
・
言
緒
の
従
者
も
含
め
れ
ば
︑
大
凡
二
・
三
十
人
程
の
行
列
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
巳
刻
︵
午
前
十
時
頃
︶

に
は
近
江
国
草
津
に
て
休
憩
︑
水
口
で
一
泊
と
な
っ
た
が
︑
夕
方
よ
り
雷
雨
と
な
っ
た
︒︵
④
︶︑
翌
早
朝
に
は
晴
天
と
な
り
︑
水
口
を
出

発
︒
昼
前
に
は
伊
勢
国
関
で
休
憩
︑
同
国
石
薬
師
に
一
泊
す
る
︵
⑤
︶︒
翌
早
朝
出
発
︑
四
日
市
場
︵
四
日
市
︶
に
至
り
陸
路
を
桑
名
に

進
む
と
︑
宣
阿
の
出
迎
が
あ
り
︑
一
行
は
桑
名
の
宣
阿
弥
宿
で
休
息
︑
そ
の
後
桑
名
か
ら
海
路
を
経
て
熱
田
に
着
岸
︑
熱
田
亀
井
道
場
の

僧
阿
弥
坊
に
一
宿
し
た
︵
⑥
︶︒
桑
名
・
熱
田
で
は
亀
井
道
場
時
宗
僧
が
一
行
を
歓
待
し
て
い
る
︒

七
日
︑
秀
賢
は
早
朝
行
水
し
て
身
を
清
め
︑
熱
田
社
に
参
拝
し
た
︒
特
に
﹁
透
廊
﹂
の
内
側
に
参
入
し
拝
観
を
行
っ
た
︒
明
記
さ
れ
な

い
も
の
の
熱
田
社
人
に
よ
る
案
内
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
後
日
記
は
空
白
と
な
り
︑
二
十
一
日
条
よ
り
記
録
が
再
開
さ
れ
る
︒
秀
賢
は
二
十
一

日
に
帰
宅
︑
父
母
達
に
伊
勢
御
祓
や
お
土
産
を
配
り
︑
翌
日
に
は
内
裏
に
参
番
し
︑
伊
勢
土
産
を
進
上
し
て
い
る
︵
⑧
⑨
︶︒

こ
の
記
録
の
空
白
を
﹃
言
経
卿
記
﹄
で
補
い
た
い
︒
三
月
十
四
日
条
に
﹁
尾
刕
ヨ
リ
冷
・
倉
卩
等
書
状
到
来
了
﹂
と
あ
り
︵
⑭
︶︑

十
四
日
に
京
着
し
た
為
満
︵﹁
冷
﹂
︶
と
言
緒
︵﹁
倉
卩
﹂
︶
の
書
状
は
尾
張
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
︒
尾
張
か
ら
出
さ
れ
た
書
状

が
京
着
し
た
の
が
十
四
日
で
あ
る
か
ら
︑
こ
の
書
状
は
十
四
日
以
前
︑
書
状
を
届
け
る
使
者
の
移
動
日
数
を
考
え
る
と
こ
の
数
日
前
に
尾

張
国
内
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
す
る
と
熱
田
社
参
が
七
日
で
あ
っ
た
こ
と
︑
三
月
十
五
日
に
熱
田
で
和
歌
会
を
開
催
し
た
と
い
う

記
事
︵
前
掲
﹁
張
州
雑
志
﹂
︶
を
考
慮
す
る
と
︑
七
日
か
ら
十
五
日
ま
で
為
満
一
行
は
尾
張
国
内
に
滞
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
︒
詳
細

は
後
述
す
る
が
︑
三
月
十
六
日
に
舟
橋
秀
賢
・
山
科
言
緒
は
尾
張
︵
熱
田
︶
か
ら
伊
勢
参
宮
に
出
発
︵
⑮
︶︑
二
十
一
日
に
帰
京
し
て
い

る
︵
⑧
⑰
︶︒
真
継
康
総
は
三
月
十
九
日
に
は
在
京
し
て
お
り
︵
⑯
︶︑
三
月
十
五
日
の
和
歌
会
以
降
︑
恐
ら
く
は
翌
十
六
日
に
帰
京
の
途

に
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
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旅
の
目
的

先
行
研
究
で
は
熱
田
社
参
詣
や
熱
田
で
の
和
歌
会
参
加
の
み
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が
︑
史
料
を
読
込
む
と
こ
の
旅
に
は
熱
田
社
参
詣
以

外
の
目
的
も
窺
知
さ
れ
る
︒
先
ず
旅
の
出
立
直
前
の
史
料
に
注
目
す
る
と
︑
①
﹁
来
四
日
尾
州
へ
可
レ

令
二

下
向
一

﹂︑
②
﹁
予
尾
州
へ
下

向
﹂︑
③
﹁
次
長
橋
局
へ
参
︑
尾
州
へ
罷
下
﹂
と
あ
る
様
に
︑
秀
賢
は
行
先
を
﹁
熱
田
社
﹂
と
せ
ず
﹁
尾
州
﹂
と
記
す
︒
特
に
秀
賢
は
長

橋
局
に
暇
乞
の
理
由
を
﹁
尾
州
へ
罷
下
﹂
る
為
と
説
明
し
て
い
る
︒
山
科
言
経
も
秀
賢
・
言
緒
の
伊
勢
参
宮
を
﹁
参

宮
﹂︵
⑮
︶
と
記

録
し
な
が
ら
︑﹁
熱
田
社
参
﹂
等
と
は
書
か
ず
﹁
尾
州
下
向
﹂︵
⑫
︶
と
し
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
記
述
は
旅
の
目
的
が
熱
田
社
参
詣
の
み
で

は
な
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒

そ
こ
で
史
料
⑫
で
あ
る
が
﹁
二
十
八
日
︑︵
略
︶
東
寺
宝
輪
院
へ
倉
部
よ
り
来
月
一
日
ヨ
リ
聖
天
花
水
供
一
ヶ
七
日
始
行
之
事
申
遣
了
︑

尾
州
下
向
ニ
付
而
︑
野
州
御
前
仕
合
可
レ

然
様
ニ
ト
祈
念
也
﹂
と
し
て
山
科
言
緒
︵
倉
部
︶
が
出
立
前
に
東
寺
宝
輪
院
へ
尾
張
下
向
に
つ

い
て
﹁
野
州
御
前
仕
合
﹂
が
然
る
べ
く
成
功
す
る
よ
う
祈
祷
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
︒
次
に
史
料
⑩
を
見
る
と
﹁
午
刻
山
科
内
蔵

頭
亭
へ
行
︑
尾
州
国
守
野
州
へ
先
日
罷
下
處
︑
御
懇
之
段
禮
使
札
可
レ

遣
云
〻
︑
予
也
書
状
共
相
認
こ
と
つ
て
遣
畢
﹂
と
あ
る
︒
尾
張
か

ら
帰
っ
た
秀
賢
が
言
緒
邸
を
訪
問
の
所
︑
言
緒
が
先
日
﹁
尾
州
国
守
野
州
﹂
の
所
へ
下
向
し
た
所
︑﹁
御
懇
﹂
の
応
接
が
あ
っ
た
為
︑﹁
尾

州
国
守
野
州
﹂
に
使
者
と
礼
状
を
送
る
べ
き
だ
と
言
う
の
で
︑
秀
賢
︵﹁
予
﹂
︶
も
礼
状
を
認
め
て
言
緒
に
預
け
た
と
い
う
︒

﹁
尾
州
国
守
野
州
﹂
と
は
誰
か
︒
尾
張
国
守
に
し
て
﹁
野
州
﹂︵
下
野
守
︶
と
称
さ
れ
る
人
物
は
︑
下
野
守
・
侍
従
・
左
近
衛
権
中
将
・

薩
摩
守
を
歴
任
し
尾
張
清
須
城
を
居
城
と
し
て
尾
張
国
を
支
配
し
た
松
平
忠
吉
︵
徳
川
家
康
四
男
︶
で
あ
ろ
う
︵
14
︶

︒
忠
吉
は
慶
長
五
年

︵
一
六
〇
〇
︶
に
尾
張
国
の
領
主
に
封
じ
ら
れ
︑
慶
長
六
年
︵
一
六
〇
一
︶
三
月
に
は
従
四
位
下
侍
従
に
補
任
さ
れ
た
︵
15
︶

︒
よ
っ
て
言
緒
と
秀

賢
が
共
に
﹁
先
日
﹂
に
﹁
罷
下
﹂
っ
た
際
の
礼
状
と
は
︑
先
に
見
て
来
た
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月
の
尾
張
旅
行
時
の
松
平
忠
吉
の

接
遇
へ
の
礼
状
で
あ
ろ
う
︒﹃
言
経
卿
記
﹄
の
﹁
野
﹂︵
⑮
︶﹃
慶
長
日
件
録
﹄
の
﹁
野
州
﹂︵
⑫
︶
も
下
野
守
︑
即
ち
松
平
忠
吉
で
あ
り
︑

冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
の
尾
張
旅
行
︵
伊
藤
︶
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言
経
に
馬
を
贈
与
す
る
忠
吉
の
厚
遇
ぶ
り
が
知
ら
れ
る
︵
⑮
︶︒

秀
賢
や
言
経
が
行
先
や
目
的
を
﹁
熱
田
﹂
や
﹁
熱
田
社
参
﹂
に
限
定
せ
ず
﹁
尾
州
へ
罷
下
﹂﹁
尾
州
下
向
﹂
と
記
し
た
こ
と
は
︑
こ
の

松
平
忠
吉
訪
問
も
ま
た
旅
の
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
反
面
︑
行
先
や
旅
の
目
的
を
﹁
尾
張
清
須
﹂﹁
松
平
忠
吉
訪
問
﹂

と
も
限
定
し
て
い
な
い
の
で
︑
熱
田
社
参
詣
も
ま
た
旅
の
主
た
る
目
的
と
考
え
ら
れ
︑
熱
田
社
参
詣
・
松
平
忠
吉
訪
問
も
含
め
総
合
的
に

﹁
尾
張
下
向
﹂︵
②
︶
と
表
現
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
︒

伊
勢
参
宮
に
つ
い
て

史
料
⑧
⑨
の
伊
勢
土
産
の
記
述
か
ら
︑
冷
泉
為
満
一
行
が
熱
田
社
参
の
後
日
︑
伊
勢
参
宮
を
行
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
︵
16
︶

︑
筆
者

も
一
行
の
一
部
︵
言
緒
と
秀
賢
︶
が
伊
勢
参
宮
を
行
っ
た
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
︒
し
か
し
︑
三
月
十
五
日
に
両
者
が
熱
田
に
滞
在
し
和

歌
会
に
参
加
し
な
が
ら
︑
十
六
日
に
伊
勢
国
で
神
宮
に
参
拝
を
し
て
い
る
の
は
日
程
的
に
不
自
然
で
あ
る
︒
こ
の
点
︑
先
行
研
究
も
詳
し

く
述
べ
て
お
ら
ず
﹁
去
十
六
日
ニ
参

宮
也
云
〻
﹂
の
史
料
解
釈
は
旅
程
全
体
を
把
握
す
る
為
︑
ま
た
十
五
日
の
和
歌
会
の
開
催
記
事
の

信
憑
性
に
も
関
わ
る
の
で
︑
考
察
の
上
︑
正
確
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
︒
史
料
⑮
は
﹁
十
八
日
︵
略
︶
一
︑
尾
刕
ヨ
リ
︑
倉
卩
ヒ
ン
キ

有
レ

之
︑
野
ヨ
リ
馬
給
云
〻
︑
則
上
了
︑
去
十
六
日
ニ
参

宮
也
云
〻
︑
極
﨟
同
道
也
云
〻
︑
馬
ヲ
ハ
一
乗
寺
へ
遣
了
︑
傳
介
付
而
上
之
間
︑

相
添
在
所
へ
遣
了
﹂
と
あ
る
︒
三
月
十
八
日
︑
山
科
言
緒
が
尾
張
か
ら
派
遣
し
た
使
者
が
馬
︵
忠
吉
が
言
緒
へ
贈
与
し
た
馬
︶
を
連
れ
て
言
経

邸
に
到
着
︒﹁
去
十
六
日
ニ
参

宮
﹂
と
あ
る
様
に
︑
言
緒
・
秀
賢
︵
極
﨟
︶
が
伊
勢
参
宮
に
向
か
っ
た
と
の
情
報
が
言
経
に
伝
え
ら
れ
た
︒

﹃
慶
長
日
件
録
﹄
は
三
月
十
五
・
六
日
の
記
録
を
欠
く
が
︑
熱
田
で
十
五
日
に
和
歌
会
が
開
催
さ
れ
た
と
い
う
﹁
張
州
雑
志
︵
17
︶

﹂
の
記
録

が
正
し
い
日
程
と
考
え
た
場
合
︑﹁
尾
刕
ヨ
リ
﹂
即
ち
尾
張
か
ら
の
使
者
が
十
八
日
に
京
着
し
︑
そ
の
使
者
か
ら
の
﹁
去
十
六
日
ニ
参

宮
﹂

と
い
う
情
報
︵
記
述
︶
の
﹁
参

宮
﹂
が
︑
伊
勢
国
南
部
の
宇
治
山
田
に
到
着
し
内
宮
・
外
宮
で
実
際
に
参
拝
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
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は
考
え
に
く
い
︒
使
者
は
伊
勢
国
で
は
な
く
尾
張
国
よ
り
派
遣
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
︒

す
る
と
十
五
日
に
熱
田
で
和
歌
会
が
あ
り
十
六
日
に
尾
張
国
︵
熱
田
と
思
わ
れ
る
︶
か
ら
山
科
言
緒
と
舟
橋
秀
賢
が
﹁
伊
勢
参
宮
に
出

発
し
た
﹂
と
解
釈
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
︒﹁
去
十
六
日
ニ
参

宮
也
云
〻
﹂
と
は
︑
十
六
日
に
尾
張
か
ら
伊
勢
の
神
宮
へ
出
発
し
た
こ

と
︑
伊
勢
参
宮
に
出
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
︑
言
緒
は
十
六
日
に
熱
田
か
ら
伊
勢
参
宮
に
向
か
う
旨
を
父
言
経
に
報
告

す
る
為
︑
松
平
忠
吉
よ
り
贈
ら
れ
た
馬
を
連
れ
た
使
者
を
京
都
へ
派
遣
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
︒
十
八
日
に
言
経
邸
に
使
者
と
馬
・
書

状
︵
或
い
は
口
頭
伝
達
︶
が
届
い
た
際
に
︑
十
八
日
時
点
で
情
報
を
聞
い
た
言
経
が
十
六
日
に
伊
勢
参
宮
の
旅
に
出
立
し
た
と
い
う
意
味

で
﹁
去
﹂
を
付
し
て
﹁
去
十
六
日
﹂
と
記
録
し
た
も
の
と
考
え
る
︒

こ
う
考
え
る
と
十
五
日
の
熱
田
で
の
和
歌
会
と
い
う
の
も
道
程
か
ら
考
え
る
と
合
理
的
で
あ
る
︒
即
ち
往
路
は
京
都
か
ら
東
海
道
筋
を

進
み
桑
名
か
ら
熱
田
へ
渡
海
し
︑
復
路
も
ま
た
熱
田
か
ら
海
路
を
経
て
伊
勢
国
へ
渡
っ
た
も
の
と
考
え
る
と
︑
和
歌
会
が
行
わ
れ
た
港
町

熱
田
は
そ
の
道
中
に
当
た
り
︑
和
歌
会
は
熱
田
社
へ
の
奉
納
和
歌
の
意
味
を
込
め
た
歌
会
で
あ
り
な
が
ら
︑
熱
田
の
人
々
に
よ
る
公
家
衆

へ
の
送
別
の
意
味
を
込
め
た
歌
会
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
︒
ま
た
熱
田
で
は
船
便
に
関
し
て
天
候
や
風
に
よ
る
逗
留
の
可
能
性
も
あ
る
︒

即
ち
言
緒
一
行
は
尾
張
国
到
着
後
一
泊
︑
翌
三
月
七
日
に
熱
田
社
を
参
拝
︑
そ
の
後
数
日
の
間
に
松
平
忠
吉
と
面
会
︵
面
会
場
所
は
清

須
城
か
︶︑
復
路
の
途
上
︑
十
五
日
に
熱
田
で
和
歌
会
が
催
さ
れ
︑
荷
捌
き
や
音
信
の
準
備
を
済
ま
せ
た
言
緒
・
秀
賢
は
︑
十
六
日
に
熱

田
か
ら
海
路
を
経
て
伊
勢
参
宮
へ
向
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒

言
緒
・
秀
賢
の
両
名
は
︑
熱
田
か
ら
伊
勢
国
へ
海
路
を
進
み
︑
十
六
日
︑
十
七
日
︑
十
八
日
︑
十
九
日
︑
二
十
日
で
伊
勢
を
往
復
し
て

二
十
日
の
夜
に
は
近
江
国
瀬
田
に
投
宿
︵
⑧
⑰
︶
し
て
お
り
︑
実
際
に
神
宮
を
参
拝
で
き
た
の
は
十
七
・
十
八
日
頃
で
は
な
か
ろ
う
か
︒

山
田
氏
の
指
摘
ど
お
り
﹁
ふ
の
り
﹂・
御
祓
は
伊
勢
参
宮
の
証
で
あ
る
が
︑
も
う
一
点
﹁
美
濃
柿
百
﹂︵
⑨
︶
に
注
目
す
る
と
︑
復
路
に
伊

勢
国
を
縦
断
北
上
し
て
美
濃
・
関
ヶ
原
辺
り
を
経
由
し
て
近
江
に
入
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
︵
18
︶

︒
尚
︑
秀
賢
は
長
橋
局
へ
の
暇
乞
い
で

冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
の
尾
張
旅
行
︵
伊
藤
︶
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も
伊
勢
参
宮
に
つ
い
て
触
れ
て
お
ら
ず
︵
③
︶︑﹃
慶
長
日
件
録
﹄﹃
言
経
卿
記
﹄
に
も
参
宮
に
関
す
る
事
前
の
記
録
が
無
い
こ
と
か
ら
︑

二
人
の
伊
勢
参
宮
は
予
定
外
の
行
動
な
の
か
も
知
れ
な
い
︒

さ
て
︑
三
月
十
五
日
に
尾
張
熱
田
で
和
歌
会
に
参
加
し
て
い
た
真
継
康
総
が
十
九
日
に
京
都
の
言
経
邸
を
訪
ね
て
い
る
︵
⑯
︶︒
言
緒

の
使
者
の
到
着
は
十
八
日
で
あ
る
が
︑
こ
の
使
者
は
恐
ら
く
真
継
康
総
と
十
八
日
に
帰
洛
し
て
︑
使
者
は
直
ち
に
言
経
に
面
会
し
︑
康
総

は
帰
宅
後
の
翌
日
に
家
族
を
連
れ
て
改
め
て
言
経
を
訪
問
し
尾
張
滞
在
の
様
子
を
語
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒
史
料
⑮
に
は
﹁
去
十
六

日
ニ
参

宮
也
云
〻
︑
極
﨟
同
道
也
云
〻
﹂
と
あ
る
︒
言
緒
は
秀
賢
を
同
道
し
て
参
宮
に
向
か
っ
た
と
記
録
し
て
い
る
の
だ
か
ら
︑
記
述

の
な
い
為
満
は
参
宮
に
向
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
よ
う
︒
帰
京
或
い
は
更
な
る
尾
張
滞
在
と
い
っ
た
和
歌
会
以
後
の
為
満
の
行
動

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

先
行
研
究
で
は
和
歌
懐
紙
や
熱
田
社
参
に
関
す
る
研
究
視
点
か
ら
為
満
一
行
の
尾
張
旅
行
が
論
じ
ら
れ
た
為
に
︑
熱
田
社
参
詣
の
み
が

注
視
さ
れ
︑
旅
程
の
全
体
像
が
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
︒
一
行
の
尾
張
旅
行
は
少
な
く
と
も
熱
田
社
参
詣
・
松
平
忠
吉

訪
問
と
い
う
目
的
が
あ
り
︑
秀
賢
・
言
緒
は
尾
張
旅
行
を
好
機
と
し
更
に
予
定
外
な
が
ら
伊
勢
参
宮
へ
と
向
か
っ
た
も
の
と
指
摘
で
き
る
︒

三
︑
熱
田
社
と
地
震
に
関
す
る
記
録

﹃
慶
長
日
件
録
﹄
に
は
熱
田
社
境
内
の
記
録
が
あ
り
︵
⑦
︶︑
慶
長
期
に
お
け
る
熱
田
社
の
祭
祀
・
信
仰
や
社
頭
景
観
を
考
え
る
上
で
貴

重
な
史
料
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
秀
賢
が
記
録
し
た
熱
田
社
と
地
震
に
関
す
る
伝
説
・
信
仰
に
限
っ
て
述
べ
て
お
き
た
い
︒
史
料
⑦
に
は

﹁
熱
田
大
明
神
社
参
︑
透
廊
之
内
入
︑
悉
令
二

見
物
一︑
本
社
南
面
也
︑
後
ニ

小
社
両
所
ア
リ
︑
此
内
東
之
方
寶
蔵
ト

云
〻
︑
則
草
薙
劒

被
レ

蔵
所
云
〻
︑
此
寶
蔵
之
下
不
二

地
震
一

云
〻
︑
先
年
大
地
震
之
時
處
〻
傳
説
之
間
︑
試
處
︑
彼
寶
蔵
下
雨
垂
之
内
一
切
不
レ

震
者
也
︑
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雨
垂
外
本
社
之
下
悉
地
震
甚
者
也
︑
奇
妙
〻
〻
︑
不
レ

及
二

言
舌
一

云
〻
﹂
と
あ
り
︑﹁
小
社
両
所
﹂
の
内
﹁
草
薙
劒
被
レ

蔵
所
﹂
の
﹁
東
之

方
寶
蔵
﹂
は
﹁
此
寶
蔵
之
下
不
二

地
震
一

云
〻
﹂
と
の
伝
説
が
あ
っ
た
︒﹁
先
年
大
地
震
之
時
處
〻
傳
説
之
間
︑
試
處
﹂
と
あ
る
様
に
︑
そ

の
伝
説
に
つ
い
て
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
︑﹁
彼
寶
蔵
下
雨
垂
之
内
一
切
不
レ

震
者
也
︑
雨
垂
外
本
社
之
下
悉
地
震
甚
者
也
﹂
と
記
さ
れ
る

様
に
︑
周
囲
周
辺
の
地
震
は
甚
だ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
﹁
寶
蔵
下
雨
垂
之
内
﹂
だ
け
は
一
切
揺
れ
な
か
っ
た
と
い
う
︒
秀

賢
は
聞
い
た
話
と
﹁
奇
妙
〻
〻
︑
不
レ

及
二

言
舌
一

云
〻
﹂
と
の
思
い
を
日
記
に
書
き
綴
っ
て
い
る
︵
19
︶

︒

こ
の
熱
田
社
と
地
震
に
関
す
る
伝
説
は
︑
山
田
蓉
氏
も
﹁
古
来
神
剱
を
納
め
た
宝
蔵
の
下
は
︑
地
震
等
で
も
動
か
な
い
と
の
伝
承
が
あ

り
︑
先
年
の
地
震
︵
慶
長
八
年
十
二
月
廿
一
日
丑
刻
の
地
震
の
こ
と
か
︶
に
於
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
記
す
﹂
と
注
目
し
て
い
た
︵
20
︶

︒
そ
の
後
︑

鬼
頭
秀
明
氏
に
よ
り
︑
熱
田
社
の
地
震
除
御
札
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
た
︵
21
︶

︒
そ
の
成
果
に
よ
る
と
︑
尾
張
国
知
多
郡
長
尾
村
庄
屋
三

井
家
に
は
熱
田
神
宮
の
﹁
地
震
除
災
火
防
﹂
の
御
札
と
御
守
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
︑
主
に
江
戸
時
代
中
後
期
の
諸
史
料
か
ら
︑
地
震
に
際

し
て
熱
田
宮
中
は
揺
れ
ず
に
周
辺
の
町
々
は
揺
れ
た
と
言
わ
れ
た
こ
と
や
︑
御
託
宣
が
あ
っ
て
熱
田
社
へ
群
参
が
あ
っ
た
こ
と
︑
尾
張
藩

が
地
震
・
雷
難
等
の
災
除
の
為
に
︑
熱
田
社
家
に
御
祈
祷
を
命
じ
た
こ
と
等
︑
熱
田
社
へ
の
地
震
に
関
す
る
信
仰
が
確
認
で
き
る
と
い

う
︒
そ
の
後
︑
太
田
正
弘
氏
は
﹁
熱
田
雑
集
一
︵
22
︶

﹂
に
お
い
て
熱
田
社
と
地
震
に
関
す
る
諸
史
料
を
追
加
・
整
理
し
た
上
で
︑
延
宝
六
年

︵
一
六
七
八
︶
年
成
立
の
﹃
厚
覧
草
﹄
が
熱
田
社
と
地
震
に
関
す
る
伝
説
の
文
献
上
の
初
見
と
し
︑﹃
厚
覧
草
﹄
の
記
述
は
﹁
境
内
が
揺
れ

な
い
と
云
ふ
の
で
は
な
く
︑
草
薙
剱
を
納
め
る
土
用
殿
が
揺
れ
な
い
︑
と
云
つ
て
ゐ
る
﹂
と
注
視
す
る
︒

こ
の
様
に
江
戸
時
代
に
お
け
る
熱
田
社
の
地
震
に
関
す
る
信
仰
・
伝
説
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が
︑
地
震
時
に
熱
田
社
の
境
内
地
の

一
部
が
揺
れ
な
い
︵
但
し
揺
れ
な
か
っ
た
と
い
う
場
所
・
範
囲
は
一
様
で
は
な
い
︶
と
い
う
伝
説
の
初
見
史
料
は
早
く
に
山
田
氏
が
注
目
し
て

い
た
史
料
⑦
﹃
慶
長
日
件
録
﹄
の
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月
七
日
条
の
史
料
と
な
り
︑
鬼
頭
・
太
田
両
氏
の
論
考
と
関
連
付
け
て
改

め
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
︒

冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
の
尾
張
旅
行
︵
伊
藤
︶
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四
︑
注
目
す
べ
き
人
物

︱

松
平
忠
吉
と
宣
阿

︱

次
に
︑
為
満
一
行
と
交
流
の
あ
っ
た
尾
張
国
の
人
物
と
し
て
︑
先
ず
松
平
忠
吉
を
︑
次
に
宣
阿
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
︒
前
述
の
様

に
言
緒
・
秀
賢
は
帰
京
後
に
忠
吉
へ
尾
張
旅
行
時
の
礼
状
を
認
め
て
い
る
︵
⑩
︶︒
詳
細
は
後
述
す
る
が
﹁
野
州
御
前
仕
合
可
レ

然
様
ニ
ト

祈
念
﹂︵
⑫
︶
が
旅
行
の
出
立
前
に
祈
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
公
家
衆
の
忠
吉
︵﹁
野
州
﹂
︶
訪
問
は
予
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒﹃
慶

長
日
件
録
﹄
は
三
月
七
日
以
降
の
具
体
的
な
記
事
を
欠
く
が
︵
⑦
︶︑
十
四
日
京
着
の
書
状
が
尾
張
か
ら
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
︑
十
五

日
に
熱
田
で
和
歌
会
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
七
日
か
ら
十
五
日
の
間
も
一
行
は
尾
張
国
辺
り
に
滞
在
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
︑
公
家
衆
の
忠

吉
訪
問
は
こ
の
間
に
限
ら
れ
よ
う
︒
史
料
⑫
に
は
﹁
二
十
八
日
︑︵
略
︶
東
寺
宝
輪
院
へ
倉
部
よ
り
来
月
一
日
ヨ
リ
聖
天
花
水
供
一
ヶ
七

日
始
行
之
事
申
遣
了
︑
尾
州
下
向
ニ
付
而
︑
野
州
御
前
仕
合
可
レ

然
様
ニ
ト
祈
念
也
﹂
と
あ
り
﹁
野
州
御
前
仕
合
﹂
が
然
る
べ
き
よ
う
に
と
︑

祈
祷
依
頼
が
な
さ
れ
て
い
る
︒

﹃
日
葡
辞
書
︵
23
︶

﹄
に
は
﹁
シ
ア
イ
︵
仕
合
︶﹂
の
解
説
に
﹁
互
い
に
剣
術
を
す
る
こ
と
﹂︑﹁
シ
ア
ワ
セ
︵
為
合
せ
︶﹂
の
項
に
は
﹁
好
機
会
︑

よ
い
折
︑
ま
た
は
︑
よ
い
結
果
︑
あ
る
い
は
︑
悪
い
結
果
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
﹃
日
本
国
語
大
辞
典
︵
24
︶

﹄
で
は
﹁
し

−

あ
わ
・
す
・
・
あ
は
す

︻
為
合
・
仕
合
︼﹂
の
意
味
は
﹁
①
つ
じ
つ
ま
を
あ
わ
せ
る
︒
う
ま
く
や
り
お
お
せ
る
︒
間
に
合
わ
せ
る
﹂
と
解
説
さ
れ
︑﹁
し

−

あ
わ
せ
・
・

あ
は
せ
︻
仕
合
・
幸
︼﹂
の
項
目
で
は
﹁
①
め
ぐ
り
合
わ
せ
︒
運
命
︒
機
会
︒
よ
い
場
合
に
も
︑
悪
い
場
合
に
も
用
い
る
︒﹂﹁
②
幸
運
で

あ
る
こ
と
︒
ま
た
︑
そ
の
さ
ま
﹂﹁
③
物
事
の
や
り
方
︑
ま
た
は
︑
い
き
さ
つ
︒
事
の
次
第
︒
始
末
﹂
と
解
説
さ
れ
る
︒
言
経
も
ま
た
︑

子
息
言
緒
と
大
大
名
で
あ
る
松
平
忠
吉
と
の
対
面
が
﹁
仕
合
せ
良
く
﹂
い
く
様
に
︑
良
い
対
面
︑
良
い
め
ぐ
り
合
わ
せ
な
る
様
に
祈
祷
を

依
頼
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︵
25
︶

︒
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で
は
忠
吉
は
公
家
衆
と
の
交
流
に
お
い
て
何
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒
冷
泉
為
満
と
松
平
忠
吉
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
︑
高
木

輝
代
氏
に
よ
る
片
桐
氏
所
蔵
﹃
伊
勢
物
語
抄
﹄
の
解
説
︵
26
︶

に
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
の
で
次
に
引
用
し
よ
う
︒

下
巻
の
奥
に
は
︑

御
本
云右

抄
上
下
者
依
尾
張
侍
従
忠
吉
朝
臣

御
懇
望
家
秘
説
之
令
進
献

不
可
有
他
見
者
也

慶
長
第
九
天
極
月
下
三
日

右
近
中
将
藤
原
為
満

と
あ
る
︒﹁
御
本
云
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
為
満
自
筆
本
か
ら
の
直
接
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
︑
書
写
年
代
も
︑
そ

の
為
満
本
に
近
い
時
期
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
︒

﹁
尾
張
侍
従
忠
吉
朝
臣
﹂
は
︑
尾
張
国
清
須
城
主
︑
松
平
忠
吉
︵
一
五
八
〇

−

一
六
〇
七
︶
の
こ
と
で
あ
り
︑
為
満
に
こ
の
書
を
﹁
御

懇
望
﹂
し
た
由
が
窺
え
る
︒︵
略
︶
史
上
︑
為
満
と
忠
吉
の
関
係
は
確
認
し
得
な
い
も
の
の
︑﹃
大
日
本
史
料
﹄
の
慶
長
九
年

︵
一
六
〇
四
︶
三
月
十
五
日
条
に
は
為
満
が
山
科
言
緒
ら
と
尾
張
の
熱
田
宮
で
法
楽
和
歌
を
催
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
︑
同
じ
年
の

は
じ
め
に
為
満
が
尾
張
へ
出
向
い
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
︑
鎌
倉
時
代
か
ら
武
家
統
領
と
の
交
流
を
大
事

に
し
て
き
た
冷
泉
家
で
あ
っ
て
忠
吉
と
家
康
と
の
関
係
な
ど
も
合
わ
せ
考
え
る
と
︑
こ
の
奥
書
の
言
う
と
こ
ろ
の
信
憑
性
は
高
い
と

思
わ
れ
る
︒

右
の
如
く
︑
高
木
氏
は
﹃
伊
勢
物
語
抄
﹄
の
原
本
は
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
末
に
為
満
が
尾
張
侍
従
松
平
忠
吉
の
為
に
筆
記
し
た
も

冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
の
尾
張
旅
行
︵
伊
藤
︶
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の
と
推
測
し
︑
そ
の
微
証
と
し
て
同
年
三
月
に
為
満
が
山
科
言
緒
達
と
熱
田
社
参
詣
の
上
︑
法
楽
和
歌
会
を
催
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
︒
し
か
し
筆
者
が
前
述
し
た
様
に
﹃
慶
長
日
件
録
﹄﹃
言
経
卿
記
﹄
の
﹁
野
﹂﹁
野
州
﹂
は
忠
吉
で
あ
り
︑
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
が
松

平
忠
吉
の
厚
遇
を
得
て
い
た
史
料
は
存
在
す
る
︒
同
じ
様
に
尾
張
に
滞
在
し
て
い
た
冷
泉
為
満
も
ま
た
忠
吉
と
対
面
し
︑
言
緒
達
と
同
様

の
厚
遇
を
得
て
い
た
と
推
定
さ
れ
︑
そ
の
結
果
が
﹃
伊
勢
物
語
﹄
抄
録
の
筆
写
・
贈
呈
で
あ
る
と
考
え
る
︒
ま
た
為
満
だ
け
で
な
く
︑
言

緒
・
秀
賢
も
ま
た
忠
吉
と
学
問
文
芸
分
野
に
つ
い
て
会
話
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
︒

﹃
新
修
名
古
屋
市
史
︵
27
︶

﹄
に
よ
る
と
︑
松
平
忠
吉
は
﹁
文
・
武
両
面
に
深
い
関
心
を
持
っ
た
﹂
と
さ
れ
︑
鉄
砲
は
稲
富
一
夢
に
師
事
し
て

免
許
を
得
︑
弓
術
の
名
手
・
鉄
砲
弾
薬
の
専
門
家
や
刀
工
藤
原
政
常
や
武
具
職
人
等
を
招
聘
す
る
等
武
備
を
行
う
一
方
で
︑﹁
文
学
に
つ

い
て
も
関
心
を
有
し
︑
藤
原
定
家
自
筆
の
﹃
伊
勢
物
語
﹄
を
細
川
幽
斎
に
所
望
し
て
入
手
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
︵﹃
駿
府
政
事

記
録
﹄
︶︒
忠
吉
が
﹃
伊
勢
物
語
﹄
を
学
ん
だ
こ
と
は
︑
他
に
史
料
が
あ
り
︑
文
芸
面
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
今
後
明
ら
か
に
す
べ
き
課
題

で
あ
ろ
う
﹂
と
さ
れ
る
︒
本
稿
で
述
べ
て
き
た
公
家
衆
の
忠
吉
訪
問
や
為
満
の
﹃
伊
勢
物
語
抄
﹄
の
こ
と
も
忠
吉
の
文
芸
活
動
と
し
て
再

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
︒
ま
た
﹁
忠
吉
の
人
柄
に
つ
い
て
伝
え
る
逸
話
は
︑
温
厚
で
思
慮
深
さ
を
物
語
る
も
の
が
多
い
︵
28
︶

﹂
と
い
う
が
︑
公

家
衆
一
行
へ
の
忠
吉
の
﹁
御
懇
之
段
﹂︵
⑯
︶
と
い
う
厚
遇
ぶ
り
に
も
︑
そ
の
人
柄
が
窺
わ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒
尚
︑
慶
長
十
一

年
︵
一
六
〇
六
︶
正
月
︑
江
戸
へ
下
向
中
の
冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
は
尾
張
清
須
へ
立
ち
寄
っ
て
い
る
︵
29
︶

︒

次
に
宣
阿
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
︒﹃
慶
長
日
件
録
﹄
慶
長
十
年
︵
一
六
〇
五
︶
六
月
十
日
条
に
は
﹁
次
尾
州
熱
田
四
条
道
場
宣
阿
弥

許
よ
り
書
状
到
来
︑
政
常
作
小
刀
一
進
レ

之
︵
30
︶

﹂
と
あ
り
︑
宣
阿
弥
は
﹁
熱
田
四
条
道
場
﹂
や
﹁
着
熱
田
︑
四
条
道
場
之
末
寺
亀
井
之
道
場

之
内
僧
阿
弥
坊
﹂︵
⑥
︶
と
あ
る
様
に
宣
阿
は
熱
田
の
﹁
亀
井
道
場
﹂︵
時
宗
寺
院
亀
井
山
円
福
寺
︵
31
︶

︶
の
時
宗
僧
で
あ
る
︒﹁
桑
名
宣
阿
弥
宿
﹂

と
あ
り
︑
宣
阿
弥
は
熱
田
の
対
岸
桑
名
に
も
旅
宿
を
有
し
た
ら
し
い
︒
宣
阿
は
四
日
市
桑
名
間
の
路
頭
に
出
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
公

家
衆
一
行
の
中
に
事
前
に
連
絡
を
取
り
合
う
様
な
知
遇
の
人
物
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
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﹃
言
経
卿
記
﹄
慶
長
六
年
︵
一
六
〇
一
︶
九
月
七
日
条
︵
32
︶

に
は
﹁
冷
ニ
テ
月
次
歌
会
有
レ

之
︑
ト
ウ
人
千
寿
丸
也
︑
人
数
予
・
亭
主
・
千
寿
丸
・

藤
寿
丸
・
四
条
・
倉
卩
・
局
臈
・
宣
阿
時
衆
等
也
﹂
と
あ
り
︑
宣
阿
弥
が
冷
泉
邸
月
次
和
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
︒
参

加
者
の
中
に
は
﹁
亭
主
﹂︵
冷
泉
為
満
︶﹁
予
﹂︵
山
科
言
経
︶﹁
倉
卩
﹂︵
山
科
言
緒
︶﹁
局
臈
﹂︵
清
原
秀
賢
︶
が
お
り
︑
宣
阿
と
一
行
は
慶
長

六
年
︵
一
六
〇
一
︶
の
段
階
で
和
歌
会
を
通
じ
て
互
い
に
面
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒
為
満
が
桑
名
宣
阿
弥
宿
を
経
由
し
て
渡
海
︑
熱
田

亀
井
道
場
で
一
泊
し
て
社
参
す
る
と
い
う
旅
程
に
は
当
然
宿
所
や
乗
船
の
手
配
が
必
要
で
あ
り
︑
あ
る
程
度
計
画
が
要
る
︒
冷
泉
為
満
一

行
と
面
識
が
あ
っ
た
宣
阿
が
公
家
衆
の
旅
宿
や
乗
船
等
の
手
配
を
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
︒
す
る
と
和
歌
を
め
ぐ
る
都

と
地
方
を
繋
ぐ
為
満
の
人
脈
が
公
家
衆
の
旅
を
支
え
て
い
た
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
︒

お

わ

り

に

本
稿
で
は
︑
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月
の
冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
の
尾
張
旅
行
を
再
検
討
し
た
︒
熱
田

社
参
が
行
わ
れ
た
三
月
七
日
か
ら
︑
熱
田
で
和
歌
会
が
開
催
さ
れ
た
三
月
十
五
日
の
間
に
一
行
が
松
平
忠
吉
を
訪
問
し
︑
忠
吉
の
厚
遇
を

得
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
︒
こ
れ
に
よ
り
一
行
の
尾
張
旅
行
の
目
的
が
︑
少
な
く
と
も
熱
田
社
参
と
松
平
忠
吉
訪
問
に
あ
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
︒
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
の
歳
末
︑
冷
泉
為
満
は
松
平
忠
吉
の
懇
望
に
よ
り
﹃
伊
勢
物
語
﹄
の
抄
録
を
著
す
が
︑

こ
れ
も
三
月
の
訪
問
が
影
響
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
︒
こ
の
様
に
文
芸
に
興
味
を
寄
せ
た
忠
吉
で
あ
っ
た
か
ら
︑
三
月
の
面
会
時
に
も

忠
吉
と
公
家
衆
と
の
間
に
文
芸
を
め
ぐ
る
交
流
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

ま
た
熱
田
亀
井
道
場
の
僧
宣
阿
も
ま
た
︑
冷
泉
一
行
を
熱
田
の
対
岸
で
あ
る
伊
勢
国
桑
名
ま
で
出
迎
え
︑
熱
田
の
宿
坊
︵
僧
阿
の
宿
坊
︶

で
も
日
記
に
特
筆
さ
れ
る
よ
う
な
丁
寧
な
応
接
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
が
︑
こ
の
宣
阿
は
為
満
の
月
次
和
歌
会
に
参
加
す
る
程
に
和
歌
に

冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
の
尾
張
旅
行
︵
伊
藤
︶
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取
り
組
ん
だ
人
物
で
あ
り
︑
同
時
に
冷
泉
為
満
の
和
歌
の
人
脈
に
連
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
︒
こ
の
和
歌
人
脈
が
一
行
の
尾
張
旅
行
の
下

支
え
と
な
っ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
︒

公
家
衆
に
と
っ
て
︑
徳
川
一
門
の
大
名
松
平
忠
吉
と
の
人
的
交
流
︵
33
︶

の
構
築
と
い
う
目
的
も
察
せ
ら
れ
る
が
︑
熱
田
社
参
・
伊
勢
参
宮
・

熱
田
で
の
和
歌
会
︵
奉
納
和
歌
︶︑
そ
し
て
文
芸
に
関
心
あ
る
松
平
忠
吉
へ
の
訪
問
・
交
流
︑
ま
た
為
満
の
和
歌
の
人
脈
に
連
な
る
宣
阿

の
協
力
と
い
っ
た
視
点
か
ら
公
家
衆
一
行
の
尾
張
旅
行
を
改
め
て
見
直
す
と
︑
総
じ
て
こ
の
旅
は
信
心
と
文
雅
の
旅
で
あ
っ
た
と
も
言
い

得
よ
う
︒

註

︵
1
︶
こ
の
源
康
総
が
地
下
官
人
真
継
家
の
当
主
真
継
康
総
で
あ
る
こ
と
は
拙
稿
﹁
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
︱
源
康
総
︵
真

継
康
総
︶
の
人
物
像
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹃
皇
學
館
論
叢
﹄
五
〇

−

六
︑
平
成
二
十
九
年
︶
参
照
︒

︵
2
︶
山
田
蓉
﹁
熱
田
社
宝
前
の
松
を
詠
む
﹂︵﹃
社
報
あ
つ
た
﹄
一
四
四
号
︑
昭
和
六
十
二
年
︶

︵
3
︶﹃
新
修
名
古
屋
市
史
﹄
第
三
巻
︵
平
成
十
一
年
︑
名
古
屋
市
︶

︵
4
︶
井
上
宗
雄
﹃
中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
後
期
﹄︵
平
成
三
年
改
訂
新
版
︑
明
治
書
院
︶﹁
第
七
章

天
正
後
期
・
文
禄
・
慶
長
初
期
の
歌
壇
﹂
に
﹁
山

科
言
緒
は
い
う
ま
で
も
な
く
言
経
男
︒
母
が
冷
泉
家
の
出
だ
か
ら
為
満
の
甥
に
当
る
︒︵
略
︶
慶
長
九
年
三
月
に
は
為
満
・
秀
賢
と
共
に
尾
張
に
下

り
︑
熱
田
宮
法
楽
詩
歌
会
に
出
席
し
た
︵
言
経
記
・
慶
長
日
件
録
︶﹂
と
の
指
摘
が
あ
る
︒
但
し
同
氏
の
為
満
の
伝
記
的
研
究
に
は
熱
田
で
の
和
歌

会
に
関
す
る
言
及
は
な
い
︵
井
上
宗
雄
氏
﹁
冷
泉
家
の
歴
史
︵
十
三
︶
為
満
﹂︵﹃
し
く
れ
て
い
﹄
六
十
三
号
︑
平
成
十
年
︶︒

︵
5
︶
神
作
研
一
﹃
近
世
和
歌
史
の
研
究
﹄﹁
第
四
章

元
禄
︱
享
保
期
の
熱
田
歌
壇
﹂︵
平
成
二
十
五
年
︑
角
川
学
芸
出
版
︑
初
出
平
成
二
十
一
年
︶
に

﹃
慶
長
九
年
熱
田
社
法
楽
和
歌
﹄
と
し
て
詠
者
の
名
と
出
典
︑
和
歌
懐
紙
三
点
の
現
存
と
い
っ
た
基
礎
的
情
報
を
挙
げ
﹁
コ
ノ
時
ノ
法
楽
ハ
詩
歌
会
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︿﹃
言
継
卿
記
﹄
等
﹀﹂
と
記
す
︒

︵
6
︶
山
本
武
夫
校
訂
﹃
慶
長
日
件
録
﹄
二
︵
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
平
成
八
年
︶﹁
彼
自
身
の
熱
田
参
詣
﹂
と
の
記
述
が
あ
る
︒

︵
7
︶
熱
田
神
宮
文
化
課
編
・
熱
田
神
宮
宮
庁
発
行
﹃
熱
田
神
宮
名
宝
図
録
﹄︵
平
成
十
二
年
︑
改
訂
再
版
︶

︵
8
︶
前
掲
註
2
山
田
氏
論
文

︵
9
︶﹃
大
日
本
史
料
﹄
十
二

−

二
︑
所
収
﹁
張
州
雑
志
抄
﹂
に
よ
る
と
﹁
慶
長
九
年
甲
辰
春
︑
三
月
十
五
日
︑
熱
田
社
法
楽
和
歌
︑
春
日
陪
熱
田
社
寶
前
︑

同
詠
社
頭
松
倭
歌
﹂
と
し
︑
藤
原
為
満
︑
藤
原
言
緒
︑
清
原
秀
賢
︑
源
康
綱
の
公
家
衆
一
行
︑
尾
張
宿
祢
是
仲
︑
藤
原
直
元
︑
長
岡
真
人
守
氏
︑

粟
田
真
人
助
典
の
社
家
衆
︵
尾
張
・
長
岡
・
粟
田
は
社
家
︑
藤
原
直
元
も
記
載
場
所
か
ら
社
家
と
も
思
わ
れ
る
が
不
詳
︶︑
法
印
玄
方
︑
権
大
僧
都

幸
信
・
権
大
僧
都
以
春
・
法
師
永
信
の
社
僧
︑
其
阿
・
僧
阿
・
但
阿
・
鎮
阿
・
苾
昌
宣
阿
・
阿
弥
三
省
の
時
衆
僧
或
い
は
円
福
寺
関
連
の
僧
侶
︑

元
隆
︵
町
衆
加
藤
元
隆
︶
の
名
が
見
え
る
︒
人
物
比
定
に
つ
い
て
は
前
掲
註
3
書
籍
を
参
考
と
し
た
︒

︵
10
︶
前
掲
註
2
山
田
氏
論
文

︵
11
︶
山
本
武
夫
校
訂
﹃
慶
長
日
件
録
﹄
一
︵
昭
和
五
十
六
年
︑
続
群
書
類
従
完
成
会
︶

︵
12
︶
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
﹃
大
日
本
古
記
録

言
経
卿
記
﹄
十
二
︵
平
成
四
年
︑
岩
波
書
店
︶

︵
13
︶
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
﹃
大
日
本
古
記
録

言
緒
卿
記
﹄
上
︵
平
成
七
年
︑
岩
波
書
店
︶

︵
14
︶
前
掲
註
9
﹃
大
日
本
史
料
﹄︵
十
二

−

二
︶
も
﹁
野
州
﹂
を
﹁
清
須
城
主
松
平
忠
吉
﹂
に
比
定
し
︑
前
掲
註
12
﹃
言
経
卿
記
﹄
の
編
者
も
史
料
⑮
の

﹁
野
ヨ
リ
馬
給
﹂
に
つ
い
て
﹁
松
平
忠
吉
ヨ
リ
馬
ヲ
贈
﹂
と
註
記
す
る
︒

︵
15
︶﹃
国
史
大
辞
典
﹄︵
吉
川
弘
文
館

平
成
十
二
年
︶﹁
松
平
忠
吉
﹂
の
項
︒

︵
16
︶
前
掲
註
2
論
文
に
﹁
為
満
一
行
は
七
日
に
熱
田
社
参
︑
十
六
日
に
伊
勢
参
宮
︑
二
十
一
日
に
帰
宅
と
い
う
行
程
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
熱
田
社

参
後
伊
勢
参
宮
ま
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
︑
そ
の
間
は
尾
張
に
滞
在
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
︒﹂
と
あ
る
︒

冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
の
尾
張
旅
行
︵
伊
藤
︶
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︵
17
︶
前
掲
註
9
﹃
大
日
本
史
料
﹄
所
収
﹁
張
州
雑
志
抄
﹂

︵
18
︶﹁
美
濃
柿
百
﹂
が
松
平
忠
吉
か
ら
の
贈
答
品
で
あ
っ
た
な
ら
ば
︑
そ
の
重
量
か
ら
馬
と
一
緒
に
上
京
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
︒
よ
っ
て
美
濃
柿
は
秀
賢
自

身
が
参
宮
の
帰
路
に
献
進
の
為
に
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

︵
19
︶
史
料
⑦
の
熱
田
社
の
記
録
は
秀
賢
の
実
際
の
見
聞
に
よ
る
も
の
だ
が
︑
熱
田
社
を
案
内
さ
れ
な
が
ら
日
記
を
書
き
綴
っ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
︒

七
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
記
録
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
点
や
︑
ま
た
旅
行
中
と
い
う
点
︑
史
料
⑦
の
部
分
が
何
時
書
か
れ
た
も
の
か
が
不
明
確

な
点
か
ら
︑
記
録
す
る
時
点
で
の
秀
賢
の
記
憶
が
詳
細
な
部
分
ま
で
正
確
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
︑
ま
た
﹁
寶
蔵
﹂
等
の
言
葉
が
案
内
人
︵
社
人

と
思
わ
れ
る
が
不
明
確
︶
の
実
際
の
発
言
な
の
か
︑
秀
賢
自
身
が
選
択
し
た
言
葉
︵
秀
賢
の
表
現
︶
な
の
か
等
︑
史
料
⑦
は
旅
行
中
期
間
の
日
記

記
録
と
い
う
性
質
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
︒

︵
20
︶
前
掲
註
2
山
田
氏
論
文
︒

︵
21
︶
鬼
頭
秀
明
﹁
地
震
神
に
な
っ
た
熱
田
宮

武
豊
・
三
井
傳
左
衛
門
家
資
料
か
ら
﹂︵
社
報
﹃
あ
つ
た
﹄
一
七
三
号
︑
平
成
八
年
︶

︵
22
︶
太
田
正
弘
﹁
熱
田
雑
集
一
﹂︵﹃
社
報
あ
つ
た
﹄
二
四
五
号
︑
平
成
二
十
七
年
︶

︵
23
︶
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
﹃
邦
訳
日
葡
辞
書
﹄︵
昭
和
五
十
五
年

岩
波
書
店
︶

︵
24
︶
日
本
大
辞
典
刊
行
会
﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄
九
︵
昭
和
四
十
九
年
︑
小
学
館
︶

︵
25
︶
対
面
・
仕
合
せ
を
考
え
る
に
当
っ
て
は
︑
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
征
伐
参
陣
に
遅
刻
し
た
伊
達
政
宗
と
秀
吉
と
の
対
面
が
仕
合
せ
よ
く
進
ん
だ
こ
と

に
つ
い
て
︑
江
田
郁
夫
﹁
伊
達
政
宗
︑
二
度
目
の
遅
参
︱
政
宗
の
宇
都
宮
遅
参
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂﹃
日
本
歴
史
﹄
八
三
三
号
︑
平
成
二
十
九
年
︶

が
参
考
と
な
る
︒

︵
26
︶
高
木
輝
代
﹁
冷
泉
為
満
の
﹃
伊
勢
物
語
抄
﹄
︱
そ
の
注
釈
方
法
と
家
意
識
﹂︵﹃
国
文
学
﹄
七
八
︑
平
成
十
一
年
︶

︵
27
︶
新
修
名
古
屋
市
史
編
集
委
員
会
編
﹃
新
修
名
古
屋
市
史
﹄
二
巻
︵
名
古
屋
市

平
成
十
年
︶
第
八
章
第
四
節
﹁
松
平
忠
吉
の
入
部
﹂
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︵
28
︶
前
掲
註
27
﹃
新
修
名
古
屋
市
史
﹄
第
八
章
第
四
節

︵
29
︶﹃
言
経
卿
記
﹄
慶
長
十
一
年
正
月
二
十
日
条
﹁
内
蔵
頭
ヨ
リ
書
状
有
之
︑
去
十
六
日
尾
張
國
清
ス
へ
下
着
也
云
々
︑
真
継
■
■
美
乃
ヨ
リ
便
宜
也

云
々
﹂︵
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
﹃
言
経
卿
記
﹄
十
三
︑
平
成
四
年
︑
岩
波
書
店
︶

︵
30
︶
前
掲
註
11
﹃
慶
長
日
件
録
﹄

︵
31
︶
尚
︑
熱
田
社
と
円
福
寺
並
び
に
両
社
寺
と
和
歌
に
関
す
る
考
察
は
前
掲
註
2
山
田
氏
論
文
に
指
摘
が
あ
る
︒

︵
32
︶
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
﹃
大
日
本
古
記
録

言
経
卿
記
﹄
十
一
︵
平
成
四
年
︑
岩
波
書
店
︶

︵
33
︶
慶
長
十
九
年
︵
一
六
一
四
︶
の
冷
泉
為
満
か
ら
徳
川
家
康
へ
の
古
今
伝
授
に
つ
い
て
は
大
谷
俊
太
﹁
付
論
︱
冷
泉
為
満
と
徳
川
家
康
︱
古
今
伝

授
の
意
味
﹂︵﹃
和
歌
史
の
﹁
近
世
﹂
道
理
と
余
情
﹄
平
成
十
九
年
︑
ぺ
り
か
ん
社
︶
に
詳
し
い
︵
加
藤
弓
枝
氏
御
教
示
︶︒
ま
た
地
下
官
人
の
真
継

康
総
と
平
田
職
清
は
徳
川
家
康
へ
の
取
次
を
山
科
言
経
に
度
々
願
い
出
て
い
る
︵﹃
言
経
卿
記
﹄
慶
長
六
年
八
月
十
九
日
条
︑
同
年
九
月
六
日
条
︑

慶
長
八
年
二
月
七
日
条
︿﹃
大
日
本
古
記
録

言
経
卿
記
﹄
十
二
及
び
十
三
︑
平
成
四
年
︑
岩
波
書
店
﹀︶

︿
附
記
﹀
本
稿
は
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
神
社
史
料
研
究
会
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
︑
席
上
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

︵
い
と
う

の
ぶ
よ
し
︶

冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
・
真
継
康
総
の
尾
張
旅
行
︵
伊
藤
︶
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